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■ 会　社　名 鈴ヤ商事株式会社
http://www.su-zu-ya.co.jp

■ 所　在　地 埼玉県川越市新宿町４－１－４ （本社・川越事業所）
埼玉県坂戸市青木６７３ （坂戸工場）

■ 創　　　 立 昭和４５年５月１日（１９７０年）

■ 資　本　金 ３，０００万円

■ 代　表　者 代表取締役　社長 鈴木　雅晴

■ 環境管理責任者 部長 小菅　慎也
連絡先 〒３５０-００２７　埼玉県坂戸市青木６７３

ＴＥＬ：０４９－２８３－５８５８

ＦＡＸ：０４９－２８３－５８５９

■ 認証・登録範囲 本社・川越事業所ならびに坂戸工場のサイト全域　

■ 認証・登録日 ２００８年１２月２６日 （登録番号；０００３１９８）

■ 事業内容及び事業規模

・梱包作業の受託

◆許認可：指定医薬部外品・医薬部外品・化粧品製造業（包装）、食品製造業

● 従業員 総人数　　１５８名

（本社・川越事業所　　４６名、 坂戸工場　　１１２名）

● 延床面積 総延床面積　  ７，０６０㎡

（本社・川越事業所　１，５９４㎡、　坂戸工場　５，４６６㎡）

・当社の所有する第一倉庫、新宿倉庫、ビジネスパーク、宿東倉庫、圏央坂戸インター北倉庫、青木

　野積倉庫、京都出張所については、他社と不動産賃貸契約で全貸ししているので認証・登録範囲外。

ｼｭﾘﾝｸ包装（ｵﾝﾊﾟｯｸ）

ｷﾞﾌﾄ商品などの詰合せ
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事業規模

（2024年度）

事業年度；５月～４月

事業内容

エアゾール製品の包装及び流通加工分野の医薬部外品・化粧品・食品等の包装

１．事業活動の概要

http://www.su-zu-ya.co.jp/
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2.1 活動の経緯

年度

2007年10月 ・ 「エコアクション２１」認証・登録に向け、環境省作成の「２００４年版ガイドライン」 

に基づき、本年１０月より準備活動を始め、運営組織・運営要領（環境マニュアルの

策定、文書・記録等）を定め、環境方針を策定した。

2008年 2月 ・ ２００８年２月より「エコアクション２１」の本格的活動を開始。

   々     5月 ・ 基準値を2007年度実績に置き換え、２００８年度環境目標値を変更。

   々     9月 ・ ９月；登録審査を受け、１２月２６日に認証・登録を果たす。

2010年 4月 ・ 2009年度活動結果を踏まえ、「リサイクル率の向上」を環境目標から除外し、

新たに「可燃廃棄物量の削減」を2010年度より導入とともに環境方針を改定。

・ 長期環境目標（2014年度目標）を設定。

   々     6月 ・ 「２００９年度版ガイドライン」に基づき、2009年度実績の環境活動レポートを作成。

   々     7月 ・ 弊社社長が川越市環境政策課及び地域事務局さいたま共催の「自治体イニシアティブ

事前説明会」で弊社のエコアクション２１活動取組事例を発表した。

   々     9月 ・ ９月：初めての更新審査を受審。審査に当てっては「２００９年度版ガイドライン」

に基づき実施された。特に問題なしとの評価を得る。

2011年 4月 ・ 東日本大震災の影響よる節電要請に伴い、電力使用量を前年度対比１５％削減で設定。

2012年 4月 ・ 事業内容変更（エアゾール事業から撤退）に伴い環境方針を改訂。

これにより、「化学物質の管理」項目を環境負荷項目より除外した。

2014年 4月 ・ 太陽光発電稼動、売電を開始する。長期（5年）環境目標最終年度。

2015年 4月 ・ 基準値を2007年度から2013年度実績に変更。第2次長期目標（2019年度）を設定。

2016年 4月 ・ 2015年度実績から、従来の4月～3月サイクルから経営年度に合わせ

５月～４月サイクルに変更。

2018年 5月 ・ 「2017年度版ガイドライン」に基づき、環境経営方針を改訂（４版）

・

2022年 7月 ・ 7月1日付で鈴木雅晴　代表取締役社長に就任。

2023年 9月 ・ 9月1日付で小菅慎也　環境管理責任者に着任。

○再生可能エネルギーの取り組み

太陽光パネルを設置し、発電を開始（2014年4月23日）より

2023年度は48,753kWh発電しました。
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推　進　概　要

2020年 6月 第3次長期目標（2024年度）を策定。

２．環境経営活動推進概況
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2.2 環境経営活動推進組織

（2024/9/1/現在）

（兼）小菅部長
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メンバー メンバー

推進リーダー 推進リーダー 高松常務

相馬課長 （兼）小菅部長

内ケ崎、賀川、田中

鈴木　雅晴

環境管理責任者

小菅　慎也 内部監査責任者

坂本　良人

本社・川越事業所 坂戸工場
エコアクション事務局

包装・梱包部門 包装・梱包部門

代表者　取締役社長
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環　境　経　営　方　針

【環境理念】
鈴ヤ商事株式会社は、この美しい地球が未来へと継続できるように私たちが活動

する地域の環境事業活動を通じて環境保全に努め、環境に配慮した社会の実現

に貢献します。

【方　針】

■ 環境経営目標を定め、環境負荷の削減に努めるとともに環境経営システムの

継続的改善・向上を図り、SDGs（持続可能な開発目標）についても積極的に

取り組んで参ります。

■ 環境に関連する法規制を遵守し、環境汚染の防止及び環境保全に努めます。

■ 次の項目を重点的に取り組みます。

①電気・化石燃料エネルギーの省エネに努め、二酸化炭素排出量の削減を図る。

②水やペーパー類の節減に努め、資源保護に貢献する。

③廃棄物総量の削減とともに廃棄物の分別を徹底し可燃廃棄物の低減を図る。

■ 環境経営活動内容を社内に掲示し、従業員全員へ環境経営活動意識高揚を図る。

■ この環境経営方針は、従業員全員に周知徹底するとともに、社内外に公表します。

（第5版）
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2022年7月1日

鈴ヤ商事㈱

代表取締役社長

鈴木雅晴

３．環境経営方針
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２０２3年度環境経営目標・実績（2023/5～2024/4）は以下のとおり。　

昨年度から引き続き新型コロナウイルスの影響による受注減は著しく、新型コロナ以前と比較して売上23%減

に対し、二酸化炭素排出量は10％しか削減できていないため、売上原単位による削減目標は達成できなかった。

４．１ 二酸化炭素排出量の削減　　（原単位；kg-co2/万円）

 二酸化炭素排出量(総量)(kg-CO2)

注）電気の二酸化炭素排出係数　0.525kg-CO2/kWh　
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評　価 --- × --- ---

222,938 229,312 217,963 ---

▲5.4

削減率（％） --- 13.8 --- ---
化石燃料

原単位 0.25 0.28 0.27 0.24

削減率目標（％） --- ▲2.1 8.3

削減率（％） --- 4.5 --- ---

評　価 --- × --- ---

2.54 1.83

削減率目標（％） --- ▲5.3 ▲0.9 ▲28.7

評　価 --- × --- ---

内
　
訳

電気

原単位 2.56 2.68

▲26.7

削減率（％） --- 5.3 --- ---
全体

原単位 2.81 2.96 2.81 2.06

削減率目標（％） --- ▲5.0 ▲0.1

環境目標項目 項目
基準値

(2019年
度）

2023年度
実　績

2024年度
目　標

2024年度
長期目標

基準19 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

目標 3.18 3.12 3.09 3.04 2.95 3.02 3.07 3.15 2.67

実績 2.81 3.05 2.97 2.90 2.76 2.81 3.24 3.23 2.78 2.96

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

二酸化炭素排出量原単位年度推移（kg-co2）

４．環境経営目標と実績
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４．２ 水消費量およびコピー用紙の節減

４．３ 廃棄物排出量の削減　　（原単位：kg/万円）

１）リサイクル率は目標値をほぼ達成。従業員の協力で分別廃棄が進んだ結果と言える。

売上高：2023年度実績　77,432（万円）、2024年度予測　77.567（万円）
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廃棄量
月平均

527 554 513 472

　廃棄物総排出量（㎏） 182,951 181,904 175,304 ---

---

評　価 --- × ---

リサイクル率
目標（％） --- 97.4% 96.5% 96.7%

実績（％） 96.5% 96.3% ---

--- 5.2 --- ---

評　価 --- × --- ---

原単位

削減率目標（％） --- ▲21.8 ▲2.6 ▲7.9

削減率（％）

削減率（％） --- 3.0 --- ---

廃
棄
区
分

可
燃
廃
棄
物

実績・目標（ｋｇ）

0.180

削減率目標（％） --- ▲35.1 ▲25.5 ---

削減率（％） --- 1.7 --- ---

その他

原単位 0.179 0.180 0.133

2.13 2.08

削減率目標（％） --- 7.6 ▲0.1 ▲2.4０

評　価 --- 〇 --- ---

内
訳

ダンボール

原単位 2.13 2.17

▲2.2０

削減率（％） --- 1.8 --- ---

全体

原単位 2.31 2.35 2.26 2.26

削減率目標（％） --- 4.3 ▲2.1

環境目標項目 項目
基準値

(2019年
度）

2023年度
実　績

2024年度
目　標

2024年度
長期目標

評　価 --- × --- ---

　コピー用紙総使用数（枚/A4） 199,454 264,335 249,768 ---

▲2.4

削減率（％） --- 35.7 --- ---

コピー用紙
（枚数/万円）

原単位 2.52 3.41 3.22 2.46

削減率目標（％） --- 20.0 28.0

評　価 --- △ --- ---

　水の総消費量（㎥） 2,689 2,205 2,205 ---

▲5.1

削減率（％） --- ▲16.1 --- ---

水の消費
（ﾘｯﾄﾙ/万円）

原単位 33.9 28.5 28.4 32.2

削減率目標（％） --- ▲16.6 ▲16.2

環境目標項目 項目
基準値

(2019年
度）

2023年度
実　績

2024年度
目　標

2024年度
長期目標
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５．１ 関連法規の遵守状況

1 浄化槽法 浄化槽６基 設置届・清掃・保守点検 清掃12月、保守点検6、9、12、3月

法定検査 法定検査3月

2 騒音規制法 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ15kW 設置届･変更届・基準値 敷地境界で測定（4,10月）実施

振動法 規制区域内

3 悪臭防止法 規制区域内 臭気指数規制・敷地境界 臭気確認（2023年10月）実施

一般廃棄 ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ管理・委託契約書

4 廃棄物処理法 産廃廃棄 保管基準・特管産廃管理者

業者契約書有効期限の確認

5 自動車ﾘｻｲｸﾙ法 自動車を所有 車検 自動車ﾘｻｲｸﾙ券を確認

6 家電ﾘｻｲｸﾙ法 家電品等所有 廃棄時ﾘｻｲｸﾙ費用支払

7 ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用ｴｱｺﾝ使用 廃棄・移設時の回収･破壊 ﾌﾛﾝ回収工程管理票と破壊証明書

簡易点検、定期点検 を確認

簡易点検

8 消防法 危険物貯蔵所 設置許可・変更許可、設備点検 消火設備点検（4,10月）実施

（危険物） 保安監督者

9 県生活環境保全条例

（PM規制） ﾄﾗｯｸ等ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車所有 認定型式 認定型式設置を確認

（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ） 20台以上の駐車場 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ掲示 掲示の確認

（地下水汲み上） 第１種規制地域 設置届・変更届、採取量報告等 採取量報告書提出（1月）

５．２ 関連法規の違反、訴訟の有無

事業活動における中で、環境関連法規への違反及び近隣からの訴訟は過去３年間ありません。

また、関係当局から違反等の指摘、近隣住民からの訴訟も過去3年間ありません。
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○

○

○
ﾌﾛﾝ類算定漏えい等の報告（一定量
以上）

○

○

○

○

○

○

管理票交付等状況報告書の提出
（6月） ○

○

環境保全活動を推進するに当り対象となる法規の2023年度の遵守状況の確認・評価は下表のとおり全て遵守した。

法規名 適用理由 遵守事項 報告・確認・点検 遵守

５．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価ならびに違反、訴訟の有無
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2023年度の取り組み状況と2024年度の活動計画は以下のとおり。

６．１　二酸化炭素排出量の削減

2023年度実績と取り組み状況 2024年度計画

①冷暖房運転管理の徹底 ①項は継続して推進する。

されていた。

②消灯の徹底及び不要設備の運転禁止 ②項は継続して推進する。

朝礼等で全従業員に指導し、休憩時や作業終了時後の消灯

③電力のデマンドコントロール ③項は継続して推進する。

毎年の猛暑で事務所、作業場ともにエアコンがフル稼働しても適温

まで下がらずデマンド値の設定値を上げざる負えなかった。

④機械更新による省エネ化の推進 ④項は継続して推進する。

エアコンを主とした機械設備の更新を計画したが、予算が確保でき

なかった。

評価 熱源を必要とする包装作業の増加と猛暑によるエアコンのフル

稼働により削減目標未達に終わった。

６．２　水消費の節減

2023年度実績と取り組み状況 2024年度計画

① 手洗い時の節水、水の出しっ放し禁止の励行。 ①、②、③項は継続して取り組む。

② 散水の定期化

不要な水撒きを控え、計画的に推進した。

③ 漏水管理の徹底管理を行った。

水栓トイレボールタップの止水を確認。

評価 不要な水撒きを禁止したことにより、削減率はまずまずの結果

だった。

６．３　廃棄物排出量の削減

2023年度実績と取り組み状況 2024年度計画

①分別廃棄の徹底と教育 ①、②項は継続して取り組む。

定期教育の徹底と朝礼でゴミ箱を開け、分別状況を見せて

指導を行った。 ②項は実績値と原単位の両方で評価する。

② 可燃廃棄物量の削減 　　

分別によるリサイクル（再資源）化を朝礼で指導した。

評価 作業内容の変化により廃棄物の量が増加、倉庫内の不用品等の ③ﾘｻｲｸﾙ率も指標として管理する。

整理・廃棄を行ったこともあり目標未達に終わった。

8/9

作業場の温度管理（夏季25℃以上、冬季19℃以下）で管理

機器・設備停止の徹底ならびに注意喚起を継続して行った。

６．環境経営活動の取り組み状況と次年度計画



　 　　Suzuya  Shouｊi　Co.,環境経営活動レポート

６．４　コピー用紙枚数の削減

2023年度実績と取り組み状況 2024年度計画

①資料配布の低減 ①、②項については継続して推進する。

・資料配布はできるだけ両面印刷で節減に努める。

・品質向上から仕様書類、画像、イラストなどのラインへの

　掲示物が増加したことにより、使用枚数が大幅に増加。

②両面コピーによる再使用の推進

社内文書等はなるべく裏面を活用させ、またメモに使用してい

る。

評価 品質資料配布の増加により目標未達で終わった。

６．５　環境保全に関する教育の推進及びその他活動

2023年度実績と取り組み状況 2024年度計画

①環境経営活動に向けての意識の向上 ①項は継続して推進する。

・幹部に対しは会議を通じて活動状況・実績等を報告・

　共有化を計り、意識の向上に努めている。 ②項も継続して推進する。

・従業員に対しては朝礼の場を活用して意識の向上を図る。

②グリーン購買対象品の拡大

対象があれば推進している。

③内部監査の実施

4月に実施し環境活動状況等を確認した。 ③項は継続して実施する。

評価 ベテラン従業員は、エコ活動が浸透できているが、新人や派遣従業

員への教育が課題。

代表者による全体評価と見直し結果・指示

1） 2023年度は、新型コロナで減少した主軸の得意先の受注量が戻らず、新規の得意先も獲得

したがスポットに留まり、新型コロナ前までの売上には届かなかった。

２） 環境関連法規の計画的な点検と当局への報告等、各法規は遵守されていることを確認。

３） 「２０１７年ガイドライン」に沿って当環境経営システムが運用されているこを確認した。

４） 環境目標の結果については、かなり低い結果となってしまった。事業を立て直すことが第一

であるが、環境目標の達成についても同時に検討を進めて行きたい。

５） 昨年に引き続き、このエコアクション２１の環境経営活動は、SDGSの取組みの一部でも

あります。環境目標を達成することは、支出削減にもつながり、日々の生産活動の収益と

合わせて設備投資も可能になり、作業環境の向上を図ることが可能になります。今後とも

皆様のご協力で社会貢献と成長を続ける会社にしていきましょう。

以上
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7．代表者による全体評価と見直し結果・指示


